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1.はじめに 

 上町断層帯地震に対する大阪市域内の設計用入力地震

動については 2011 年に提案・報告されている

1）

． 

本報では同地震に対する大阪府下の大阪市域外地域に

おける設計用入力地震動の策定について報告する. 

2．想定地震と地震動予測 

設計用入力地震動の策定にあたっては，平成 18 年「大

阪府自然災害総合防災対策検討委員会」作成の大規模地

震被害想定を目的とした予測地震動波形（府市予測波）

を活用する．府市予測波は，近畿の主な震源断層につい

て複数の破壊ケ-スを想定した場合の地震動を大阪府域

500～250m メッシュ毎の各地点について算定したもので，

水平動総数は約 28 万波存在する．この大阪府市予測波を

統計処理して、設計用入力地震動策定の参考とする． 

3．大阪府市予測波の俯瞰 

【ゾーン区分】「大阪府自然災害総合防災対策検討委員会」

による大阪府市標準地震動の設定に際して，図 1 に示す

ゾーニングが行われている．このゾ－ニングは沖積地盤

Ａ・洪積地盤Ｄ・山地境界Ｆ・岩盤露頭Ｒの分類で，大

阪府域を 32 ゾーンに区分されたもので，各ゾーンについ

て最も影響が大きいとされる震源断層が想定されている．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【府市予測波の俯瞰】府市予測波の全体像を俯瞰する目

的で，各ゾ－ン毎に影響の大きいとされる震源断層に対

する全府市予測波の速度応答スペクトル(h=5%)最大包絡

線と各ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ（90％・85％・70％・50％）曲線を 32 全

ゾ－ンについて算定した．主なゾ－ンの結果を以下に例

示する．図中の曲線は上記 5 本の曲線を示している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府市予測波には大きなバラツキがある。ゾーン毎の各

速度応答スペクトル全体の俯瞰により，上町断層帯及び

生駒断層帯地震動の地震動レベルが他に比して総じて大

きいことが判る．その傾向は特に長周期領域で顕著であ

る．尚，これらの傾向は中央構造線断層帯地震・有馬高

槻断層帯地震・六甲淡路断層帯地震の影響大として区分

されたゾーンに比較的堅地盤地とされるＦゾーン(山地境

界)Ｒゾーン(岩盤露頭)が多いことにも由来している．  

図 2-1 上町市域内 A4 ｿﾞ-ﾝ EW 
図 2-2 上町市域外 A10 ｿﾞ-ﾝ EW 

図 2-3 生駒 D7 ｿﾞ-ﾝ EW 図 2-4 有馬高槻 D3 ｿﾞ-ﾝ NS 

図 2-5 中央構造線 A11 ｿﾞ-ﾝ NS 図 2-6 六甲淡路 D1 ｿﾞ-ﾝ NS 

Ｒ；岩盤露頭 1～5 

Ｆ；山地境界 1～6 

Ｄ；洪積地盤 1～10 

Ａ；沖積地盤 1～11 

図 1 大阪府域のゾ－ン区分図 
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4．設計用地震動作成の基本方針 

【種類】内陸直下型地震に対する設計用入力地震動とし

て，前出のゾーン毎に以下 2 種類を各 3 波づつ策定する． 

I）フラットタイプ地震動；フラットな速度応答特性を有

するターゲットスペクトルを設定し，模擬地震動として

作成する．位相特性は府市予測波の中から速度応答スペ

クトル形状が比較的フラットなものを選定して採用する． 

Ⅱ）パルスタイプ地震動：長周期パルス性を有する地震

動として，大阪府市予測波の中から直接選定する． 

【レベル】3Ａ(平均的)，3B(やや大きめ)，3C（更に大き

め）の 3 レベルを設定する． 

【設計用地震動レベル設定の手順】 

府市予測波群の速度応答スペクトル値(h=5%)を周期帯

毎に統計し，ゾーン毎の地震動設定の参考とする． 

・断層破壊ケ－ス毎に対象ゾーン内すべての府市予測波

速度応答スペクトルの周期帯毎の平均+σ を算定し，当該

破壊ケースの代表スペクトル曲線とする．（上町は 35 ｹ-ｽ） 

・断層破壊ケースと同数の代表スペクトルを周期帯毎に

更に統計し，その平均を 3A，平均+0.5σ を 3B，平均+σ を

3C レベルと想定．同統計曲線の最大値をパルスタイプ地

震動の最大値設定の目安とする，長周期パルス性の強い

破壊ケ-スの代表スペクトルを除外し再統計後 0.5~5 秒周

期帯の平均値をフラットタイプ地震動設定の目安とする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．上町断層帯地震 大阪市域外の設計用入力地震動 

上町断層帯地震の影響大とされるゾーン内の大阪市北

側に位置する D2,D4 ゾーン及び南側に位置する

A9,A10,D8,D10 ゾーンを対象とする．市域に比して想定破

壊点が遠い等で地震動レベルが小さい断層破壊ケースが

複数存在する．統計値が過小評価とならないように，代

表スペクトルの最大値が 100cm/s 以下となる破壊ケ－スは

統計から除外する方針とした．統計値（図 4 に例示）を

元に，策定した設計用入力地震動の速度応答スペクトル

(h=5%)の最大値を表 1 に，形状を図 5 及び 6 に例示する.  

図 6 には既策定市域内 3B･3C 包絡線を破線で併せて示す. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．結語 

上町断層帯地震に対する大阪市域外ゾーンの設計用入

力地震動を策定した．策定した地震動は 2011 年策定の大

阪市域内の地震動と概ね同等なレベルとなっている． 
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ゾ－ン ＮＳ方向 ＥＷ方向

3A 3B 3C 3A 3B 3C 3B 3C 3B 3C

A9 130 160 200 120 140 170 180 230 170 210

A10 100 120 150 120 170 230 130 170 230 300

D2 100 120 150 120 150 200 150 170 190 260

D4 100 120 150 100 120 150 160 180 180 210

D8 100 150 180 120 170 220 180 230 210 280

D10 100 120 150 100 130 160 130 170 160 200

フラットタイプ パルスタイプ

ＮＳ方向 ＥＷ方向

図 6 パルスタイプ地震動速度応答スペクトル(A10 ｿﾞｰﾝ EW) 

図 4 市域外代表スペクトル最大値と市域内既設定値 上町 EW 

図 3 代表スペクトル曲線例 上町Ａ10 ゾーン EW 方向 

表 1 策定した地震動の速度応答スペクトル h=5%の最大値(cm/s) 

図 5 フラットタイプ地震動のターゲットスペクトル（Ａ10 ｿﾞｰﾝＥＷ） 
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